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「今月の出来事から」
校長 上栗 博文

今回は，今月の出来事からいくつかを紹介することで生徒の様子をお伝えしたい

と思います。

【絵本の読み聞かせ】
先日，リモートによる全校朝会を行い，その中で絵本

の読み聞かせをしました 「中学生に絵本の読み聞かせな。
んて… 」と思われる方がいらっしゃるかと思います。私。
は読書が好きで，絵本も含めて様々な本を読みます。絵
本は幼児向けに作られたものが多く，文章はひらがなで
やさしい表現がなされています。しかし，その中には作
者の深い思いが分かりやすく込められており，読むこと
で様々なことを考えさせられます。
全校朝会では 「だいじょうぶ だいじょうぶ （いと， 」

うひろし作）という絵本を読みました。小さなぼくがお
じいちゃんと散歩しながら多くのことを学び，成長していく過程で，生きていくため
のしなやかな強さを育む，心に沁みる絵本です。生徒からは「素直にいい話だと思い
ました 「特に最後のおじいちゃんとの場面に心が打たれました 「おじいちゃん。」， 。」，

。」 。の思いがしっかり受け継がれていることに感動しました などの感想をもらいました
その感想の一つ一つに，生徒たちがもつ豊かな感性を感じることができ，うれしく思
ったところです。
ちなみに，職員からも感想をもらいました。絵本には大人の心にも沁み入る力があ

ります。

【頑張る生徒会Part１ 「地域貢献活動」】
11月24日（日）に平佐西地区コミュニティ協議会主

催の「生涯学習フェア」に本校の生徒会役員が参加し，

一つのブースを運営させてもらいました。自分たちで，

ハーバリウムやコースターなどを手作りし，地域の方々

と触れ合いながら販売活動をしました。

この活動を通して，それぞれの思いを発揮する場面が

よく見られ，そのことで大きな達成感を得ることができ

たようです。何よりも，生徒たちにとって，地域の一員

としての意識を高めるよい経験になったと思います。今後は，自分たちの力で得た利

益をどのように活用するのか，生徒たちの考えが楽しみです。

【頑張る生徒会Part２ 「学校運営協議会」】
11月26日（火）に本校で川内中央中学校区学校運営

協議会が開催されました。
その中で，生徒会役員に本校の生徒会活動について発

表してもらいました。生徒会スローガンに込めた思いや
生徒会の活動内容，生徒会としての地域への思いなど，
委員の方々は熱心に聞き入り，発表後には自然と大きな
拍手が生まれるほどの素晴らしい発表でした。
委員の方々からの質問に対しても，一つ一つ丁寧に自

分たちの考えや思いを交えながら，堂々と受け答えする
生徒の姿に，学校を盛り上げていこうとする力強さと頼
もしさを感じました。
委員の方々には，生徒の声を直接聞くことで，より一層の学校理解につなげていた

だけたことと思います。また，生徒会役員にとっては，学校のリーダーとしての意識
をさらに高めるよい機会になりました。



後期 生徒総会 開催
11月14日、後期生徒総会が開催されました。
新生徒会役員により、生徒会スローガン、努力目標、各専門部の
活動計画（案）が発表されました。

[第44代生徒会スローガン]

「彩」～ 581色 みんなで彩る中央キャンバス ～
さい

[生徒会努力目標]
この生徒会スローガン・努力目標には、他者の「色」（個性）○ 相手の「色」を認め合う中央中

を尊重し、生徒一人一人の「色」（個性）が輝き、生徒全員で、○ 自分の「色」で輝く中央中
中央中をすばらしい「色」に彩っていこう（互いを尊重し個性○ 全「色」で夢や目標へ進む中央中
あふれる、まとまりのあるすばらしい学校に創り上げ、夢や目
標を実現していこう）とする意味が込められています。

今年度も、地域が育む「かごしまの教育」県民週間が開催
され、期間中、文化発表会や自由参観に多くの保護者や地域
の方々など約400名が来校し、子どもたちの学ぶ姿や学習
の成果を参観しました。自由参観では、鹿児島純心大学の学
生さんたちも多数訪れ、授業の様子を興味深く観察したり、
本校の教育活動について職員に尋ねたりする姿も見られまし
た。また、文化発表会では、生徒会によるオープニングをは
じめ、各学年で取り組んできた劇やダンス、合唱、吹奏楽部
の演奏等の舞台発表や、各教科の作品、学年のモザイクアー
ト・ジャバラアート等、テーマである「栄華～咲き誇れ笑顔
の華～」にふさわしい文化発表会となりました。

【自由参観感想より】
○ あいさつも元気にできており、フレッシュさを感じるこ
とができました。嬉しかったです。

○ 皆、積極的に授業に取り組んでおり、生徒主体の授業だ
った。

○ 集中して授業に取り組んでおり、休み時間は多くの笑顔
が見られ、楽しく過ごせているんだと感じました。

○ モニター（視聴覚教材）を使用した授業が多く、参考に
なった。

○ 掲示物が豊富で、地域・学校愛を感じるものばかりだな
と感じました。

○ 母校だったので懐かしさを感じました。当時と変わらな
い学校内を見て、温かい気持ちになりました。

県中学校新人ソフトテニス大会 市理科作品展 特選
中学女子の部 団体戦 第３位（九州大会出場） 豊島圭悟(１年) 外島莉奈(1年) 森田華菜子(2年)

冨士代晴太(2年) 田中龍成(2年) 早﨑凛桜(2年)
県児童生徒作文コンクール薩摩川内市審査会 上村悠晟(2年)
特選 久木野陽菜(1年) 谷川可純(1年)

外薗果子(3年) 木屋尾珠来(3年) 県理科作品展
特選（県教育委員会賞） 豊島圭悟(1年)

地区図画作品展 特選 入選 外島莉奈(1年) 森田華菜子(2年)
上田朔士(1年) 内薗柊羽(1年) 伊藤莉桜(2年)
中村拓夢(2年) 門久和奏(3年) 柳田彩華(3年) トンボロ芸術村コンテスト 書道の部
牛島結花(3年) 木屋尾珠来(3年) 南国交通(株)賞 柳田 彩華(3年)

銀賞 中薗美月(2年)
県図画作品展 特選 木屋尾珠来(3年)

税に関する作品（書道） 優良賞
鬼塚彩句來(2年) 山下純奈(2年) 神尾和花(2年)


